
2017年1・2月号蕨市議蕨市議団団
ニューニュースス

〈市議会議員〉ご相談など、いつでもどうぞ
鈴木　智　緯444-6957　山脇紀子　緯446-3129
梶原秀明　緯447-1928　宮下奈美　緯211-0922
ホームページ www.jcp-warabi.jp メール info＠jcp-warabi.jpT E L 443−8332

FAX 444−6531
事
務
所

１２月市議会 一般質問

　
　

月
定
例
市
議
会
（
昨
年　

月

１２

１１

　

日
～　

月　

日
）
で
審
議
さ
れ

２８

１２

１６

た
市
長
提
出
議
案
は
、
人
事
院
勧

告
に
伴
う
職
員
給
与
に
関
す
る
条

例
改
正
、
民
間
認
可
保
育
園
等
の

利
用
が
見
込
み
を
上
回
っ
た
こ
と

や
新
た
な
障
が
い
者
の
生
活
介
護

事
業
所
開
設
な
ど
に
関
わ
る
補
正

予
算
、
市
立
病
院
で
の
医
療
事
故

の
和
解
の
承
認
な
ど
全　

件
で
し

１３

た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
常

任
委
員
会
で
医
療
事
故
の
詳
細
と

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
質
疑
。
採

決
で
は
、
市
長
提
出
議
案
は
す
べ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
に
年
金
者
組
合
蕨
支
部

か
ら
「
年
金
制
度
の
改
悪
に
反
対

す
る
陳
情
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
団
は
、
政
府
の
年
金
カ
ッ
ト

法
が
、
物
価
が
上
が
っ
て
も
現
役

世
代
の
賃
金
が
下
が
れ
ば
年
金
を

下
げ
る
、
物
価
と
賃
金
が
上
が
っ

て
も
年
金
は
抑
制
す
る
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
方
策
で
年
金
の
実
質
削
減

を
進
め
る
も
の
だ
と
告
発
し
、
陳

情
に
賛
成
し
ま
し
た
。
一
方
、
新

生
会
と
公
明
党
は
、
理
由
を
一
切

述
べ
ず
反
対
し
、
陳
情
は
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
傍
聴
し
た
市
民

◆
住
宅
困
窮
者
へ
の
支
援

【
宮
下
】
国
交
省
は
来
年
度
の
予

算
要
求
に
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
強
化
に
つ
い
て
の
事
業
費

を
盛
り
込
ん
だ
。
生
活
困
窮
者
へ

の
住
む
と
こ
ろ
の
支
援
は
ど
の
よ

う
か
。
生
活
保
護
受
給
者
、
Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
人
へ
の
住
宅
の
支
援
は

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
人
へ

の
住
宅
相
談
窓
口
は
。

【
部
長
】
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ

ー
の
中
で
住
宅
相
談
も
対
応
。
市

・
県
営
住
宅
の
募
集
状
況
の
情
報

提
供
他
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制

度
の
案
内
、
住
宅
関
連
事
業
団
体

の
紹
介
等
行
う
。
ま
た
、
住
居
確

保
給
付
金
（
住
居
と
就
労
機
会
の

確
保
目
的
の
た
め
有
期
で
家
賃
相

当
分
の
給
付
金
を
支
給
）
の
申
請

の
案
内
を
す
る
。

【
宮
下
】
空
き
家
を
活
用
し
て
の

住
宅
施
策
の
考
え
は
。
不
動
産
業

者
と
連
携
し
て
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
ら
れ
な
い
か
。

【
部
長
】
国
の
諮
問
機
関
で
空
き

家
等
の
有
効
活
用
す
る
こ
と
の
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
て
今
後
具
体

的
な
制
度
が
策
定
さ
れ
る
予
定
。

注
視
し
な
が
ら
研
究
す
る
。

◆
錦
町
土
地
区
画
整
理
区
域
の
課

題
に
つ
い
て

【
宮
下
】
２
０
１
６
年
５
月
、
日

本
共
産
党
の
梅
村
さ
え
こ
衆
議
院

議
員
が
総
務
委
員
会
で
錦
町
区
画

整
理
事
業
の
現
状
を
取
り
上
げ
、

交
付
金
が
５
年
前
と
比
べ
て
４
割

減
、
交
付
率
も　

％
か
ら　

％
ま

９０

３３

で
激
減
し
て
い
る
」
と
補
助
金
が

安
定
的
に
交
付
さ
れ
な
い
こ
と
を

追
及
。
総
務
省
は
「
住
民
の
方
々

の
人
生
に
か
か
わ
る
状
況
が
生
じ

て
い
る
。
国
庫
補
助
の
確
保
が
の

ぞ
ま
し
い
」
と
応
え
た
。
財
源
確

保
は
重
要
な
課
題
。
今
年
度
の
財

源
確
保
は
ど
う
か
。

【
部
長
】
国
の
補
正
予
算
が　

月
１０

に
成
立
。
こ
の
中
で
錦
町
の
土
地

区
画
整
理
事
業
が
該
当
。
た
だ
ち

に
追
加
要
望
を
行
い
８
２
５
０
万

円
が
配
分
さ
れ
た
。
本
年
度
当
初

の
配
分
が
２
億
８
６
０
０
万
円
の

要
望
に
対
し
７
１
５
０
万
円
と
厳

し
い
状
況
だ
が
、
こ
の
た
び
の
追

加
を
う
け
た
の
で
助
か
っ
て
い
る
。

少
な
か
ら
ず
当
初
予
定
し
て
い
た

事
業
に
近
づ
け
る
。

◆
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　
「
適
切
な
時
期
に
支
給
」と
さ
れ

て
い
る
新
入
学
学
用
品
費
は
２
～

３
月
に
支
給
す
べ
き
と
要
望
し
た
。

【
梶
原
】（
昨
年
夏
に
）
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
ど
う
か
。

【
部
長
】
バ
ス
の
利
用
目
的
は
、

「
買
い
物
」
３
割
、「
公
共
施
設
利

用
」
２
割
強
、「
通
院
」
２
割
強

な
ど
。
逆
ま
わ
り
運
行
、
市
役
所

・
蕨
駅
へ
の
時
間
短
縮
を
求
め
る

要
望
が
多
か
っ
た
。

【
梶
原
】
今
の
３
コ
ー
ス
に
逆
ま

わ
り
を
加
え
る
と
６
コ
ー
ス
に
な

る
。
①
今
の
停
留
所
は
で
き
る
だ

け
残
す
の
は
大
事
な
考
え
方
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。
②
駅
と
市
役
所

を
直
行
す
る
ル
ー
ト
を
つ
く
り
、

塚
越
か
ら
市
役
所
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
改
善
す
る
検
討
も
重
要
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。
市
長
の
考
え
は
。

【
部
長
】
①
今
の
停
留
所
を
で
き

る
だ
け
残
す
こ
と
と
、
バ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
人
の
利
便
性
も
考

え
て
、
検
討
し
た
い
。
②
議
員
の

要
望
も
ふ
ま
え
、
総
合
的
に
検
討

し
た
い
。

【
頼
高
市
長
】
高
齢
化
が
進
む
中

で
バ
ス
の
存
在
意
義
は
高
い
。
逆

ま
わ
り
の
要
望
が
非
常
に
強
く
、

そ
の
検
討
が
重
要
だ
。
な
る
べ
く

多
く
の
方
の
利
便
性
向
上
に
資
す

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

◆
避
難
所
と
仮
設
住
宅
の
対
策

【
梶
原
】
①
避
難
所
に
ベ
ッ
ド
設

置
を
。
②
要
配
慮
者
へ
の
仮
設
住

宅
の
建
設
を
。
③
民
間
機
関
と
の

仮
設
住
宅
設
置
の
協
力
は
ど
う
か
。

【
部
長
】
①
県
が
ダ
ン
ボ
ー
ル
組

合
と
協
定
し
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の

簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
が
避
難
所
へ
供

給
さ
れ
る
。（
市
内
で
の
）備
蓄
の

検
討
も
進
め
て
い
る
。
②
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
る
と
、
市
は
県

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
住
宅
を
整

備
す
る
よ
う
要
請
し
、
そ
う
し
た

住
宅
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
市
は
務

め
る
。
③
応
急
対
策
活
動
協
定
を

蕨
建
設
業
組
合
と
締
結
し
て
い
る
。

埼
玉
土
建
、
建
設
埼
玉
と
も
、
協

定
締
結
を
協
議
中
で
あ
る
。

◆
高
齢
者
医
療
の
負
担
増
問
題

【
梶
原
】
負
担
増
を
厚
生
労
働
省

は
検
討
し
て
い
る
が
、
や
め
る
よ

う
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
。

【
部
長
】
市
長
会
な
ど
が
、
現
行

制
度
を
維
持
す
る
等
の
要
望
を　
１１

月
に
国
に
提
出
し
た
。
こ
う
し
た

動
き
を
注
視
す
る
。

◆
他
に
、
市
民
公
園
・
北
町
公
園

等
の
排
水
機
能
の
改
善
を
求
め
、

部
長
は
、「
公
園
の
委
託
内
容
を

精
査
し
な
が
ら
、
効
率
的
な
対
応

を
検
討
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

住
宅
困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

錦
町
土
地
区
画
整
理
区
域
の
課
題

に
つ
い
て
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み
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し
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市
会
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
市
民
の
足
。

も
っ
と
便
利
に
！
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秀   
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か
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わ
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あ
き

市
会
議
員

@KajiwaraHideaki
中小企業診断士

の
一
人
は
「
年
金
削
減
で
は
生
活

で
き
な
い
。
心
配
し
て
い
る
。

（
理
由
な
ど
）
な
に
も
言
わ
ず
反

対
で
は
納
得
で
き
な
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

 
安
心
で
き
る
制
度
を  

　

市
議
団
は
討
論
で
、
い
ま
必
要

な
の
は
低
年
金
の
底
上
げ
な
ど
、

安
心
で
き
る
年
金
制
度
だ
と
述
べ
、

野
党
４
党
の
共
闘
を
ひ
ろ
げ
自
民

党
政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
を

つ
く
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

党
市
議
団

「
年
金
下
げ
る
な
」

の
陳
情
に
新
生
会

と
公
明
党
が
反
対

「
年
金
下
げ
る
な
」

の
陳
情
に
新
生
会

と
公
明
党
が
反
対

「
年
金
下
げ
る
な
」

の
陳
情
に
新
生
会

と
公
明
党
が
反
対

「
年
金
下
げ
る
な
」

の
陳
情
に
新
生
会

と
公
明
党
が
反
対

ヒドイ！！

賛成
32%
賛成
32%
賛成
32%

他
19%
他
19%
他
19%

反対
49%

年金改革法に対し
（朝日新聞 12月19日）

評価する
34.0%
評価する
34.0%
評価する
34.0%

わからない・
どちらともいえない
8.5%

わからない・
どちらともいえない
8.5%

わからない・
どちらともいえない
8.5%

評価しない
57.5%
評価しない
57.5%
評価しない
57.5%

年金法成立について
（FNN 12月19日）

よかった
36.1%
よかった
36.1%
よかった
36.1%

他
9.1%
他
9.1%
他
9.1%

よくなかった
54.8%
よくなかった
54.8%
よくなかった
54.8%

年金法成立について
（共同通信 12月19日）

報道各社の世論調査でも反対・疑問の声が多数

　
　
　
　
　
　

安
倍
政
権
の
暴

安
倍
政
権
の
暴
走走
・・

年
金
カ
ッ
ト
法
反
対
の
陳
情
が
争
点

年
金
カ
ッ
ト
法
反
対
の
陳
情
が
争
点
にに

く
ら
し
破
壊
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【
鈴
木
】
安
倍
政
権
と
国
民
生
活

と
の
矛
盾
は
広
が
り
、
格
差
と
貧

困
の
拡
大
、
中
間
層
の
疲
弊
と
い

う
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
蕨
市
政

は
、
く
ら
し
支
え
る
立
場
を
堅
持

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
日
本
共
産

党
市
議
団
の
予
算
要
望
書
を
予
算

編
成
に
生
か
す
よ
う
要
望
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
内
の
商
店
・
飲

食
店
の
推
移
は
ど
の
よ
う
か
。

【
市
民
生
活
部
長
】
商
店
は
、
２

０
０
７
年
６
月
に
６
８
３
店
だ
っ

た
も
の
が　

年
７
月
４
７
４
店
に
、

１４

飲
食
店
は　

年
７
月
に
５
１
３
店

０９

だ
っ
た
も
の
が　

年
７
月
に
４
３

１４

０
店
と
減
少
し
て
い
る
。

【
鈴
木
】
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出

に
空
き
店
舗
解
消
は
重
要
。
市
内

空
き
店
舗
の
現
状
と
こ
の
間
の
対

策
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
駅
前
商
店
街
の
「
ぷ
ら
っ

と
」
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

【
部
長
】　

年
末
の
中
心
市
街
地

１５

の
空
き
店
舗
は　

件
（　

年
は　

５６

１３

３３

件
）。
空
き
店
舗
有
効
活
用
補
助

金
を
使
っ
た
新
規
出
店
は
こ
れ
ま

で
に
７
件
あ
る
。
現
在
、「
ぷ
ら

っ
と
」
は
、
店
舗
運
営
体
験
な
ど

の
機
能
を
有
す
る
「
ク
ア
ッ
カ　

蕨
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と

し
て
再
開
。
体
験
と
セ
ッ
ト
で
の

「
創
業
講
座
」
も
実
施
し
て
お
り
、

創
業
や
出
店
に
つ
な
げ
た
い
。

【
鈴
木
】
賑
わ
い
創
出
は
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
が
、
個
別
に
は
異

な
る
課
題
も
あ
る
。
既
存
商
店
等

も
含
め
た
直
接
の
支
援
が
必
要
。

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て

い
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
設
備
更
新

等
へ
の
助
成
を
検
討
し
な
い
か
。

【
部
長
】
商
工
会
議
所
と
協
議
を

重
ね
検
討
し
た
い
。

【
鈴
木
】
資
力
の
な
い
商
店
等
で

は
、
老
朽
設
備
の
更
新
や
店
舗
改

装
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
事

業
転
換
等
に
足
を
踏
み
出
せ
ず
、

経
営
悪
化
や
廃
業
に
つ
な
が
る
事

例
も
。
支
援
は
必
要
。
経
営
診
断

等
と
併
せ
た
活
用
で
一
層
の
効
果

も
期
待
で
き
る
。
蕨
の
現
状
に
あ

っ
た
制
度
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

◆
教
員
の
負
担
軽
減
推
進
を

【
鈴
木
】
こ
の
間
、
日
本
共
産
党

の
国
会
質
問
等
も
あ
り
、
国
か
ら

は
負
担
軽
減
策
が
示
さ
れ
た
。
蕨

市
で
も
、
対
策
委
員
会
の
設
置
等

の
具
体
的
な
対
応
を
求
め
る
。

◆
建
設
現
場
等
の
騒
音
対
策

【
鈴
木
】
騒
音
対
策
や
説
明
の
徹

底
を
事
前
協
議
で
指
導
す
べ
き
。

【
山
脇
】
公
園
遊
具
の
安
全
点
検

の
結
果
は
。
修
繕
や
撤
去
の
計
画

は
ど
う
か
。

【
都
市
整
備
部
長
】
市
内　

の
公

６５

園
等
の
う
ち
遊
具
を
設
置
し
て
い

る　

箇
所
の
公
園
等
で
遊
具
総
数

５８
２
９
３
基
を
対
象
に
点
検
を
実
施
。

　

基
の
遊
具
で
危
険
性
が
高
い
使

１１用
中
止
の
判
定
に
。
す
ぐ
に
使
用

中
止
の
措
置
を
行
っ
た
う
え
で
順

次
修
繕
等
を
行
っ
て
い
る
。
交
通

公
園
の
す
べ
り
台
は
腐
食
が
著
し

く
撤
去
。
ブ
ラ
ン
コ
等
は
年
内
ま

で
修
繕
完
了
で
き
る
見
込
み
。

【
山
脇
】
安
全
点
検
で
問
題
が
あ

っ
た
遊
具
に
お
い
て
は
、
黄
色
の

テ
ー
プ
が
張
ら
れ
、
す
ぐ
に
使
用

中
止
の
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、

使
用
中
止
と
な
っ
た
経
過
や
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
も
周
知
す
る
よ

う
な
親
切
な
対
応
が
必
要
で
は
。

【
部
長
】
お
お
む
ね
の
修
理
期
間

な
ど
を
現
地
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
て
効
果
的
な
周
知
を

行
う
。

◆
保
育
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

【
山
脇
】
２
０
１
７
年
度
に
む
け

た
保
育
園
入
園
申
し
込
み
の
受
付

状
況
は
ど
う
か
。
さ
ら
な
る
認
可

保
育
園
の
増
設
に
つ
い
て
の
検
討

は
ど
う
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】
新
規
３
４
９

名
、
継
続
９
５
６
名
の
１
３
０
５

名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
立
地

や
内
容
、
規
模
な
ど
勘
案
し
、
認

可
保
育
園
の
増
設
を
考
え
る
。

【
山
脇
】
保
育
士
不
足
に
は
処
遇

改
善
が
必
要
。
保
育
園
や
学
童
保

育
の
パ
ー
ト
賃
金
の
引
き
上
げ
を
。

【
部
長
】
人
員
確
保
の
為
、
引
き

上
げ
を
す
す
め
る
。

◆
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

【
山
脇
】
一
般
介
護
予
防
教
室
、

ぴ
ん
し
ゃ
ん
教
室
の
申
し
込
み
方

法
は
。
一
覧
表
に
す
る
な
ど
わ
か

り
や
す
い
広
報
が
で
き
な
い
か
。

【
部
長
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
電
話
や
来
所
に
よ
る

受
付
を
し
て
お
り
先
着
順
。
工
夫

し
て
わ
か
り
や
す
い
お
知
ら
せ
を

し
て
い
き
た
い
。

【
山
脇
】
電
話
で
の
先
着
順
の
申

し
込
み
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
大

変
で
あ
る
の
で
、
抽
選
方
式
に
す

る
等
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
部
長
】
提
案
に
あ
っ
た
方
法
も

含
め
て
、
よ
り
よ
い
応
募
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

◆
ほ
か
に
「
歯
周
疾
患
検
診
の
拡

充
を
」
質
問
し
ま
し
た
。

公
園
遊
具
の
安
全
点
検

と
市
民
へ
の
周
知
に
つ

い
て
質
問

 
山   
脇 　
 
紀   
子 

や
ま 

わ
き 

の
り 

こ

市
会
議
員

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
中

現
状
は
深
刻

商
店
等
を
支
え
る

新
た
な
対
策
を

フェイスブック
ツィッターでも発信中

 
鈴   
木 　
  
智 

す
ず 

き 

さ
と
し

市
会
議
員

　日本共産党蕨市議団は昨年１１月１６日、頼高英雄市長に
２０１７年度蕨市予算編成に対する要望書を提出しました。安
倍政権の悪政が市民生活を直撃している中、市民のくらし
を支える市政の役割を強調する内容です。介護保険制度の
改善、入所施設の設置など障がい者福祉の充実、生活困窮
者対策、国保の広域化問題、震災対策、蕨駅へのホームド
アの設置、錦町土地区画整理の推進、中小企業支援、効率
的な行政運営など全２９４項目が盛り込まれています。
　「要望書」は党市議団ホームページで公開しています。

写真右から頼高市長、鈴木議員・山脇議員・宮下議員・梶原議員

　
　

月
市
議
会
初
日
、
頼
高
市
長

１２
は
６
点
に
つ
い
て
市
長
報
告
。
市

民
意
識
調
査
の
結
果
で
は
、
市
政

へ
の
市
民
か
ら
の
高
い
評
価
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
ま
ち
へ
の
愛
着
が　

年
間
で
最

２０

高
に

　

今
年
度
の
市
民
意
識
調
査
の
結

果
が
ま
と
ま
っ
た
。
ま
ち
へ
の
愛

着
が
昨
年
よ
り
８
・
２
ポ
イ
ン
ト

増
の　
・
２
％
、
永
住
意
識
が　
・

７７

６７

７
％
と
こ
の　

年
間
で
最
高
に
な

２０

っ
た
。
ま
た
、「
蕨
市
が
子
育
て

し
や
す
い
と
感
じ
る
か
」
は　

・
４９

２
％
と　

年
間
で
最
高
に
。

１０

◆
児
童
・
生
徒
に
よ
る
「
ケ
イ
タ

イ
・
ス
マ
ホ
の
ル
ー
ル
」づ
く
り

　

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
一
環
と
し

て
児
童
・
生
徒
が
み
ず
か
ら
考
え

作
り
あ
げ
た
「
ル
ー
ル
」
を
発
表
。

今
後
、
家
庭
と
の
連
携
で
普
及
・

啓
発
を
す
す
め
る
。

緯緯432−359432−35900

時間：午後２時～４時
場所：市役所４階  日本共産党市議団控室

日本共産党市議団の市民相談
お気軽にお声掛けくださお気軽にお声掛けくださいい

相談無料
当日の電話は
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市市民民をを守守るる市市政政のの推推進進をを市民を守る市政の推進市民を守る市政の推進をを

頼
高
市
長
の
市
長
報
告
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